
「新博物館のあり方について（答申案の案）」修正のポイント 
                               
 
  年末から年始にかけて実施した県民意見懇談会、パブリックコメント、市
町・県内博物館・県庁内部局等への意見照会の意見を反映させて、「新博物館
のあり方について（素案）」に修正を加え、答申案の案をまとめました。 

  主な修正のポイントは以下のとおりです。 
 
■全体的な修正のポイント 
 
○各章節のタイトル名の見直し 
・タイトル名を見ただけでも、記述内容の趣旨を把握しやすくするために、よ
り具体的な名称に修正しました。 

 
○第１章～第３章の節構成(順序)の見直し 
・各章の前後関係(整合性)をより明確なものとするため、節の順番を見直しま
した。 

 
○公文書館について 
・「素案」では、公文書館の記述量が少なく明確でなかったため、これまでの経

緯、博物館と一体的に整備すべきとの結論、閲覧・レファレンス機能による
相乗効果を発揮すべきとの点について、より詳しく加筆しました。 

 
 
■各章ごとの修正の内容 
 
○はじめに‐新博物館検討の経緯‐ 
・章のタイトル名を「これまでの経緯」から「はじめに‐新博物館検討の経緯
‐」に改めました。 

・文末の記述について、「素案」から「答申」への進展に対応させて、記述内容
に変更を加えました。また、併せて、新しい場所での県立博物館の整備が必
要な理由および、「三重の文化振興方針」と本冊との関係がより明確となるよ
う加筆しました。 

・博物館とともにあり方の検討が諮問された「公文書館」について、本答申の
中での位置付けをより明確とするため、これまでの経緯や博物館との一体的
な整備をすべきとの結論を加筆しました。 

 
○１ 今なぜ新博物館か‐新博物館整備の意義‐ 
・素案段階の章タイトル名「新博物館整備の意義」を副題扱いとし、「今なぜ三

重の新博物館か」をメインタイトルとしました。 
・県議会をはじめ、厳しい財政状況の中、新博物館を整備しなければならない
理由について、より分かりやすく提示すべきとの意見が寄せられているため、
これまでの審議内容をふまえて大幅な加筆・修正を施しました。 

・自然環境の保全の観点について加筆しました。 
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○２ めざす博物館の姿 
・タイトルを「博物館の理念と目的」から「めざす博物館の姿」に改めました。 
・各節のタイトルについて、「文化力指針」に基づく視点（人間力・地域力・創

造力）を副題に改め、メインタイトルは、本文の内容を反映したものに改め
ました。 

・冒頭の「新たな「文化と知的探求の拠点」へ」では、法的な位置付けが記述
の中心となっていたものを、三重の重要な「文化と知的探求の拠点」として
の博物館の姿を明確に示す内容に改め、併せて、公文書館の位置付け（閲覧・
レファレンス機能による相乗効果）を示す文章を加筆しました。 

・１～３節について、前章との連続性・整合性をふまえた修正を加えました。 
 
○３ 博物館の基本的な性格 
・目指す性格がより明確になるようタイトル名や説明文に修正を加え、順番を 
入れ替えました。 

・「次世代を担う子どもの育成」を(2)として新規追加しました。 
・旧(3)と旧(4)の内容がいずれも博物館の機能に関するものであったため、二 
つを統合して、タイトルを「(4)三重の自然・歴史・文化の資産を保存し、そ 
の価値を発見できる場となる博物館」としました。 

 〔※印旧「(3)各機能が有機的に連動した博物館」の本文内容を、「４章 博物
館の機能」の冒頭説明文の中に合流しました〕 

・「(4)三重の～」に収蔵庫を重要性を強調するため記述を加筆しました。 
 
○４ 博物館の機能 
・冒頭の説明文章に、前章旧(3)本文からの合流および、概念模式図の「県民の

関わり方」「地域の拠点や団体との関係」に関する説明文章を増補しました。 
・各機能について、前章からの整合性などを加味して修正を加えました。 
・調査・研究機能と県民参画機能に、地域の研究グループ・団体との連携をす
べきとの記述を加筆しました。 

・展示・情報発信機能に、全国レベルの巡回展、国宝・重文の展示公開ができ
る展示室が必要との記述を加筆しました。 

 
○５ 博物館施設の整備の考え方 
・(2)施設構成に、自然環境保全の啓発ができる施設とすること、耐震性能を備

えた施設とすること、体験学習の部屋や屋外フィールド・展示の必要性を加
筆しました。また、ミュージアムショップやレストラン、駐車場、学校・団
体への対応を円滑にするための施設などについて加筆しました。 

 
○６ 博物館の管理運営の考え方 
・(1)組織に、館長は高い専門性と経営感覚が求められること、博物館と県民を

結びつける企画や情報発信の活性化が必要な点などを加筆しました。 
 
○新博物館の実現に向けて 
・文化振興拠点の中での連携・役割分担を検討すべきとの記述を加筆しました。 
・最後に審議会のメッセージ（案）を記載しました。 


